第1日目　10月10日

1.本日の内容

(1)この演習に関する説明

(2)大まかな役割の決定

　リーダーや書記などの、演習全体を通して担当する役割を次のように分担した。
・リーダー　…　日隈

・書記　…　坪井
・サブリーダー　…　成瀬

・レビューリーダー　…　宇津巻
(3)分析するシステムの選定

　分析の対象は「過去問管理システム」に決定した。また、このシステムには次の4つの機能を盛り込む事にした。
・科目、先生などで検索する。

・過去問の登録、変更や削除を行う。

・過去問に対してレビューする。

・解答の作成を行う。

(4)スケジューリング

(5)分析対象システムの文書化
(6)ユースケースの抽出と分担
　4つの機能について次の7つのユースケースを抽出した。また、今後ユースケースごとに分担して分析を行うため、それぞれが担当するユースケースを決めた。

・過去問を検索する　…　成瀬
 ・過去問のレビューを登録する　…　宇津巻
・過去問を登録する　…　日隈
 ・過去問の解答を作成する　…　坪井

・登録した過去問を変更する … 日隈
 ・過去問の解答を修正する　…　坪井
・過去問を削除する　…　日隈
2.次回までにすべき事

　各自、担当するユースケースについてのイベントフロー、例外、シナリオを作成する。

3.次回予定

・分析対象システムの文書化(続き)
・文書化までのレビュー

・スケジューリング(続き)
・ユースケースやイベントフローなどのレビュー

第2日目　10月15日

1.本日の内容

(1)作成したイベントフローとシナリオの発表

(2)入力・データ項目の決定と語句の統一
　前回、入力する項目などを決めなかったので、各自が勝手に想定してイベントフローやシナリオを作成した。その結果、ユースケース間で項目や語句にずれが生じた。ずれを修正するため、入力項目やデータとして保持する項目を決め、語句の統一も行った。

(3)画面遷移図の作成
　同じく、各自で勝手に画面や処理の遷移を想定していたため、画面遷移図を作成して統一した。
(4)ユースケースの見直しとユースケース図の作成
　画面遷移図を作る過程で、ユースケースについても再考した。最終的に、ユースケースは次の8つになった。
・過去問を検索する　…　成瀬
 ・過去問を削除する　…　日隈

・過去問を閲覧する　…　成瀬
 ・過去問のレビューを登録する　…　宇津巻

・過去問を登録する　…　日隈
 ・過去問の解答を閲覧する　…　坪井

・登録した過去問を変更する … 日隈
 ・過去問の解答を編集する　…　坪井

(4)分析対象システムの文書化
(5)スケジューリング

2.次回までにすべき事

　各自、今回の決定や統一に沿うように、イベントフローとシナリオを修正する。また、新たに追加されたユースケースの担当者は、そのユースケースのイベントフローとシナリオを作る。

3.次回予定

・ここまでのレビュー

・クラスの抽出

第3日目　10月17日

1.本日の内容

(1)システム分析の大幅な見直し

　ここまで分析した過程の中で、セキュリティ関連について全く考慮していないことが問題に挙がった。そのため、システムの機能や処理の流れといった根本的な所から見直し、再分析を行った。その結果、様々な変更が生じた。

　まず機能として、学生は過去問の内容は登録できるが、科目名などを登録することはできないという制約をつけた。管理者を設け、科目名などの登録は代わりに管理者が行うことにした。よって、管理者に関する機能として、

・ログインする

・科目などの登録や編集をする

の2つの機能が加わった。同時に、これまで「学生」だけだったアクターに新たに「科目を管理する人」が加わった。

　また、機能追加やセキュリティの見直しに伴い、ユースケースは次の14個になった。

・科目を検索する　…　成瀬

　・科目を登録する　…　宇津巻
・科目を閲覧する　…　成瀬

　・科目を編集する　…　宇津巻
・過去問を閲覧する　…　日隈
　・レビューを書く　…　宇津巻

・過去問を登録する　…　日隈
　・解答を閲覧する　…　坪井

・過去問を削除する　…　日隈
　・解答を編集する　…　坪井

・過去問を元に戻す　…　日隈
　・解答の変更履歴を閲覧する　…　坪井

・ログインする　…　宇津巻

　・解答を元に戻す　…　坪井

　その他、入力項目やデータ項目を追加・修正し、画面遷移図の変更も行った。
2.次回までにすべき事

　各自、新たに追加されたユースケース及び今回の変更で影響が出るユースケースについて、再びイベントフローとシナリオを作成する。

3.次回予定

・分析対象システムの再文書化

・文書化までのレビュー

・ユースケース、イベントフロー、シナリオのレビュー

(・クラスの抽出)

第4日目　10月22日
1.本日の内容

(1)分析対象システムの文書化のレビュー

(2)ユースケース図のレビュー

　レビューの結果、「解答の変更履歴を閲覧する」ユースケースは「解答を元に戻す」ユースケースに統合した。また、次のように語句を変更した。

	変更前
	変更後

	過去問
	問題

	科目
	過去問情報

	学生
	利用者


よって、ユースケースは最終的に次の13個になった。

・過去問情報を検索する　…　成瀬
　・過去問情報を登録する　…　宇津巻

・過去問情報を閲覧する　…　成瀬
　・過去問情報を編集する　…　宇津巻

・問題を閲覧する　…　日隈

　・レビューを書く　…　宇津巻

・問題を登録する　…　日隈

　・解答を閲覧する　…　坪井

・問題を削除する　…　日隈

　・解答を編集する　…　坪井

・問題を元に戻す　…　日隈

　・解答を元に戻す　…　坪井

・ログインする　…　宇津巻

　

(3)作成したイベントフローとシナリオの修正

　(2)で語句の変更とユースケースの統合があったので、修正した。また、「科目」から「過去問情報」へ変更されたのに伴い、「科目ナンバー」から「過去問情報ナンバー」への修正も行った。
(4)イベントフローとシナリオのレビュー

(5)リスケジューリング

2.次回までにすべき事

　なし。

3.次回予定

・イベントフローとシナリオのレビュー(続き)

・クラスの抽出

第5日目　10月24日

1.本日の内容

(1)イベントフローとシナリオのレビュー

　問題と解答に関する7つのユースケースについてはレビューが完了した。まだ残り6つのユースケースについてはレビューが終わっていない。

(2)クラスの抽出

　各自が作成したシナリオを基に、システムに必要なクラスとその関連を抽出した。抽出されたクラスは次の5つである。

・過去問情報

・問題

・解答

・レビュー

・管理者

2.次回までにすべき事

　各自、担当するユースケースについて分析段階でのシーケンス図とクラス図を作成する。同時に、両方の図の整合性をとっておく。

3.次回予定

・イベントフローとシナリオのレビュー(続き)

・分析段階でのシーケンス図とクラス図のレビュー

第6日目　10月29日

1.本日の内容

(1)イベントフローとシナリオのレビュー(続き)

(2)作成したシーケンス図とクラス図の発表と描き方の確認・統一

　各自が作成した図を発表しあったところ、図の描き方にばらつきや誤りが見られたため、気づいた箇所については描き方の確認と統一を行った。確認・統一した項目は次のとおり。
・メッセージインデックスは階層なしに指定。

・リターンメッセージは明記する必要があるときのみ描く。

・メッセージは原則として同期メッセージを使う。

・1つのメッセージに対する処理中(そのオブジェクトに制御が移っている間)の活性区間は繋げる。アクターは最初から最後まで活性区間を持つ。
・分析段階で属性や引数の型名をつけるべきではないが、JUDEでは型名なしにできないので、とりあえずデフォルトのままにして無視する。

・シーケンス図はシナリオに対応させて描く。

・クラス図は1ユースケースに1つのみ。

以上の項目に基づいて次回までに修正し、それからレビューする事にした。

(3)システム全体のクラス図の作成

　前回抽出したクラスを用いて、分析段階におけるシステム全体のクラス図を途中まで作成した。操作はまだ記述していないが、属性については記述した。また、関連を見直し、過去問情報を全体とし、問題・解答・レビューを部分としてそれぞれに集約の関連を持たせるようにした。
2.次回までにすべき事

　各自、(2)で確認・統一した項目や(3)で変更した関連に基づき、自分が作成したシーケンス図やクラス図を修正する。

3.次回予定

・シーケンス図とクラス図のレビュー

第7日目　10月31日

1.本日の内容

(1)修正したシーケンス図とクラス図の発表と描き方などの確認・統一
　各自が修正した図を発表しあい、気づいた箇所については再び描き方の確認と統一を行った。確認・統一した項目は次のとおり。
・例外に関するシーケンス図は、特別な処理をする例外シナリオのものだけを書く。

・画面を表示するなどのメッセージは、設計要素なので書かない。
・アクターにはメッセージを送信しない。

・メッセージの引数は書かない。

　また、現状のクラスだけでは過去問情報の検索や登録に不便だと判明したので、過去問情報を管理するクラスとして、「過去問情報集」を新たに追加した。

　レビューを行う前に、上記の統一や追加によって生じた変更を図に反映させた。

(2)シーケンス図とクラス図のレビュー

(3)システム全体のクラス図の作成

　分析段階におけるシステム全体のクラス図に操作を追加し、分析段階のクラス図を完成させた。

(4)設計クラスについての話し合い

　データベースに関する議論も行われたが、次回まではとりあえず画面とコントローラのみを設計クラスとして追加する事に決まった。

2.次回までにすべき事

　各自、担当するユースケースについて、設計段階のシーケンス図とクラス図を作成する。

3.次回予定

・作成した設計段階のシーケンス図とクラス図の発表

・設計クラスについての話し合い(続き)

(・話し合いに基づいた図の修正)

(・設計段階のシーケンス図とクラス図のレビュー)

第8日目　11月5日

1.本日の内容

(1)設計クラスについての話し合い

　前回に続いて、データベースを追加するかどうかの議論を行った。結局、データベースは実装の時点で考慮すればよいとの結論に達し、設計クラスとしては導入しないことにした。
(2)作成した設計段階のシーケンス図の発表

　各自、作成した設計段階のシーケンス図を発表しあった。しかし、設計が途中で終わっていたり、図に漏れがあったりしたため、次回までに修正して改めてレビューする事にした。(修正の際の注意点は「2.次回までにすべき事」に記載。)
(3)クラスの関連の設計
　各自が設計段階のクラス図を作成しておらず、特に関連の設計が行われていなかった。そのため、分析段階のクラス図や設計段階のシーケンス図を参考にしながら、各ユースケースについてクラス間の関連の設計だけを行った。

(4)レポートなどの担当の決定
　レポートやスライドの作成などを分担して行うことにした。各自の担当は以下の通りに決定した。
・レポート作成　…　成瀬

・スライド作成　…　宇津巻

・システム全体のクラス図の作成　…　坪井

・画面遷移図の作成　…　日隈

2.次回までにすべき事

　各自、作成した設計段階のシーケンス図を修正する。修正の際、以下の項目に注意する。

・メッセージの引数を記述する。

・メッセージの引数の型を決め、記述する。

・メッセージの戻り値の型を決めておく。

・クラスのステレオタイプを設定する。
・第3者が見て何をしているか分かるようにする(図からソースコードが書けるぐらい)。
3.次回予定
　・設計段階のシーケンス図のレビュー

・設計段階のクラス図の作成とレビュー

第9日目　11月7日

1.本日の内容

(1)修正した設計段階のシーケンス図の発表とレビュー

　再び図の描き方などにばらつきがあったので、次のように統一した。

・メッセージの戻り値の型を記述する。

・アクターからのメッセージには必要に応じて引数をつける。

・過去問情報ナンバーの型はStringにする。

・オブジェクトを新規に作成するメッセージはCreateメッセージにする。

以上の統一に基づいて改めて修正した上で、レビューを行った。ただし、一部のシーケンス図はレビューが終わっていない。
(2)最終日の予定の説明とレポートやスライド作成に関するアドバイス

　時間中、先生から最終日の予定について次のように説明があった。

・3限目で発表し、4限目は修正時間。

・各班の発表での持ち時間は、発表10分、質疑応答3分の計13分。

・レポートは最終日の前に一旦紙で提出し、最終日の終わりにデータでも提出。

・最終日の前に、スライドのデータを提出。
また、レポートやスライドの作成について、次のような注意とアドバイスをうけた。

・スライドは1枚1分と考え、10枚程度に収める。

・発表の際、作成物に関する説明を長々としない。作成物よりも、工夫した点のような活動内容の方が重要。

・レポートでは、図を時系列に淡々と並べない。本編ではあくまでもサンプル的に一部の図を挿入し、付録としてまとめて作成物に関する図をつける。

2.次回までにすべき事

・前回分担した作業(レポート、スライド、クラス図や画面遷移図の作成)をしてくる。
・実験中に工夫した点、実験中に生じた問題とその対処方法について考え、思い出したものをwikiに追加する。
3.次回予定

・設計段階のシーケンス図のレビュー(続き)

・分担作業した成果物の発表と改良

・設計段階のクラス図のレビュー

第10日目　11月12日

1.本日の内容

(1)設計段階のシーケンス図の修正とレビュー

　前回レビューが終わっていなかったシーケンス図を一部修正し、その図のレビューをした。シーケンス図のレビューはこれで完了した。

(2)システム全体の設計段階のクラス図の修正

　レビューが終わっていないシーケンス図に描かれていた操作は、まだ全体のクラス図に描いていなかった。そのため、今回レビューしたシーケンス図に描かれた操作をここで追加した。

(3)システム全体の設計段階のクラス図のレビュー

2.次回までにすべき事
・各自、担当する作業(レポート、スライド、クラス図、画面遷移図の作成)を終わらせる。

・(坪井)レビューの記録を文書化する。

3.次回予定

・システム全体の設計段階のクラス図のレビュー(続き)

・画面遷移図のレビュー

・レポートのレビュー

・スライドの内容検討、修正及びレビュー

・プレゼンの担当者決めと練習

第11日目　11月14日

1.本日の内容

(1)システム全体の設計段階のクラス図のレビュー(続き)

(2)画面遷移図のレビュー

(3)レポートのレビュー

(4)スライドのレビュー

(5)プレゼンの担当者決め

　プレゼンを行うのは1人とし、その担当者は坪井に決定した。

2.次回までにすべき事

・(宇津巻、坪井)本日分のレビューの記録と議事録を至急文書化し、wikiに載せる。

・(成瀬)本日分のレビューの記録と議事録をレポートに追加し、レポートを印刷してくる。

・(坪井)スライドを基に、プレゼンの準備をしておく。

3.次回予定

・(昼休み中に)プレゼンの練習

・プレゼンテーション

※以降はレポートに載せない事。
　レポートに書けと言われた、「宿題として家でやった時間」の自己申告が終わってなかったので、さっき聞いた3人分の申告をまとめときます。自分の分を加えた上で、4人の宿題の合計時間を、イベントフロー・シナリオ、分析の図…ごとに出すなり、総時間としてまとめて出すなりして、スケジュールの隅にでも書いといて下さい。あ、ついでに今日の分を塗った最新のスケジュールと、古いスケジュール(思い出しながら書いた)をアップしとくんで、少なくとも最新のは貼りなおしといて下さい。古い方は半分うろ覚えだから、貼るかどうかは任せる！

　　以下自己申告(h＝時間、アバウトに申告)
イベントフロー・シナリオ　日隈4h　宇津巻6h　坪井7h　成瀬？？
分析の図　日隈3h　宇津巻6h　坪井5h　成瀬？？
設計の図　日隈4h　宇津巻4h　坪井4h　成瀬？？
レポート、スライド、画面遷移図及び全体のクラス図

　　 　日隈4h　宇津巻6h　坪井4h　成瀬？？
